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業績予想に関するお知らせ 

１．平成２２年３月期（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）業績予想の修正 

業績の進捗を踏まえ、１月２７日に公表した平成２２年３月期の通期連結業績予想を以下のとおり修正

いたします。 

        

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 

百万円 

３２５，０００ 

～３３５，０００ 

百万円

９２，５００ 

～９７，５００

百万円

８５，５００ 

～９０，５００

百万円 

５２，５００ 

～５５，５００ 

円 銭

１０５．５３ 

～１１１．５６

今回修正予想（B） ３３３，０００ ９９，０００ ９２，０００ ５５，０００   １１０．５６

増減額  （B－A） － － － － －

増減率  （％） － － － － －

前期実績 ３３５，６６２  ７６，４１６ ６４，３１９ ２１，８３１   ４３．８９

<備 考> 

第４四半期（平成２２年１－３月期）においては、フラットパネルディスプレイ（ＦＰＤ）用ガラスの販売が堅

調に推移するとともに、生産性向上によるコスト改善が進みました。 

この結果、平成２２年３月期の業績は、上表のとおり売上高は前期を下回るものの、利益は前期を上回

るものと見込んでおります。なお、配当については本日、別に発表したとおり、期末配当を 1 株当たり６円

とし、年間では１株当たり１１円、前期に比べて 1 円の増配とさせていただきたく存じます。 

 

２．平成２３年３月期 第１四半期（平成２２年４月１日～６月３０日）の見通し 

・ ＦＰＤ用ガラスについては、概ね第４四半期並の需要を予想しています。 

・ その他の事業分野については、ガラスファイバなどで引き続き復調を見込んでおりますが、建築や

住宅分野向けなどの回復にはなお時間を要するものと考えております。 

・ 以上により、リーマンショック後の極端な景気減速下にあった前年同四半期と比べると、売上は５０％

～６０％程度の増収となり、９４０～１，０００億円を見込み、また、営業利益については２００％～ 

２５０％程度の増益となり、３１０～３６０億円を見込んでおります。 

 

上記の見込み数値は、現時点での合理的な判断によるものであり、実際の業績はこれらと異なる可能性

があります。 

以 上 
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